
２０１４年 １０月１５日　第２１７１回例会　VOL. ４６　No. １５

■司　　会　ＳＡＡ　斉藤　善孝

■開会点鐘　会　長　増田嘉一郎

■斉　　唱　手に手つないで　　　
　　　ＳＬ　安藤　公一

■出席報告

■本日の欠席者
北澤、二宮麻理子

■他クラブ出席者
杉山（横浜瀬谷 RC）、桜田（横浜港南台 RC）

■皆出席者表彰

後藤　英則会員　　　３年

■会長報告
１）10 月 13 日は、体育の日でした。昭和 41

年から国民の祝日として、昭和 39 年の東京

本日の出席数    　29 名会  員  数 　 　 　 36 名

本日の出席率　93.55％ 修正出席率    　  100％
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オリンピックの開会式が行われた 10 月 10 日

を体育の日としておりましたが、平成 12 年か

ら第２月曜日になりました。晴れが高い確率

で現れる日（特異日）ということで、東京オ

リンピックの開会式が 10 月 10 日になったと

いわれています。東京オリンピックの開催が

決まった昭和 34 年発行の気象ブックでは、10

月 10 日は晴れの特異日にはなっていませんで

したが、気象庁の統計や専門家の意見などか

ら、東京から秋雨前線が過ぎるころで、晴れ

の確率が高く、土曜日にあたる 10 月 10 日が

選ばれたとのことです。実際、前日まではぐ

ずついた天気でしたが、当日は一転して快晴

となったのです。しかし、今年の10月 10日は、

曇りでしたし、10 月 13 日は台風 19 号が日本

を縦断し、散々な日となりました。

２）先週プロバスクラブの例会出席はメーク

アップとはならないことを報告しましたが、

これを審議している中で、今年度の理事会で

の決定が十分に会員の皆様にご説明できてい

ないことが分かりましたので、改めて、今年

度の理事会の決定について説明しておきたい

と思います。

　毎年度７月理事会において、メークアップ

の取り扱いについて、予め基本的な方針を決

定しているのですが、本年度７月２日の第３

回理事会において、メークアップの取り扱い

「ロータリーに輝きを」
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は、定款で定めたとおりとするということを

決めております。このことは、幹事の理事会

報告と、それを掲載した週報でお伝えしたの

ですが、この定款で定めたとおりとは、具体

的に何を意味するのかが、説明が足りなかっ

たようです。

　定款第９条出席の第１節一般規定のところ

に定めているとおりということであります。

典型的な例をあげると、

①他のロータリークラブの例会の 60％に出席

すること、②インターアクトクラブの例会に

出席すること、③ロータリー親睦活動の例会

に出席すること（移動例会となった親睦旅行）、

④ロータリー地区大会、ロータリー地区研修・

協議会、地区ガバナーの指示の下に開催され

た委員会、ロータリークラブの都市連合（IM）

に出席すること、⑤他クラブの例会に出席す

るために例会定刻に定例会場に赴いたときに

当該クラブが例会を開いていなかったとき、

⑥理事会が承認したクラブの奉仕プロジェク

ト、⑦クラブが提唱した地域社会の行事や会

合に出席すること、⑧理事会の会合、⑨理事

会が承認した場合、選任された奉仕委員会の

会合に出席すること等になります。

　そうすると、プロバスクラブの例会出席は、

該当するものがないということになります。

情報集会もメークアップには使えないのです。

　なお、先週の理事会で、IM が２月 25 日水

曜日となったため、IM を移動例会とすること

を決めております。会場は鶴見駅のところの

ため、ご負担をおかけすることになりますが、

IM 出席が難しい方は、予めメークアップを計

画しておいていただければと思います。

３）本日は、鶴峰 RC から移籍されたお二人の

イニシエーション・スピーチです。お二人には、

お待たせしましたが、満を辞しての登場とな

ります。お二人とお付き合いが長い方も多い

とは思いますが、新たな発見となればと思い

ます。佐藤さん、太田さん、宜しくお願い致

します。

■幹事報告                                            
１）10 月 19 日の区民まつりについて

　ロータリーディとして、インターアクトと

共同して、区民にロータリーを広報する機会

となりますので、大勢の会員の参加をお願い

します。ポロシャツとキャップを持っている

会員は着用お願いします。メークアップにな

ります。

■青少年奉仕・インターアクト委員会　　　
　　 　　　 　　　　　　　　　　佐藤　真吾

１）インターアクトクラブの例会への参加

9/24 ㈬、横浜商科大学高等学校インターアク

トクラブの例会に参加してきました。ちょう

どこの日はインターアクトクラブ創立 50 周年

の記念すべき日でした。

　例会は毎週水曜日 13:00 ～ 13:15 の 15 分間

行っているとの事で、この日は体育祭や文化

祭について主に話し合っていました。毎月末

の火曜日には学校周辺のゴミ拾いも行ってい

るそうです。

　今後の活動予定として老人ホームでのボラ

ンティア活動を考えているそうです。みんな

まじめで良い子達ばかりでした。またはじめ

てお会いした副顧問の大井川先生も若くてき

れいなとても感じの良い先生でした。

２）横浜商科大学高等学校文化祭でのバザー

への献品

11/2,3 に開催されます毎年恒例の横浜商科大

学高等学校文化祭でのバザーへの献品のお願

いです。

・来週 10/22 が最終になりますので、例会時

　にご持参下さい。

・現金をご希望の会員は商品に交換したうえ

　で学校へ献品します。

　商品は、佐藤が責任を持って選びます。よ

ろしくお願いします。

■職業奉仕委員会　                田川　富男

　10/9、神奈川県立旭高等学校において、ク

ラブ会員が奉仕活動をして頂きました。同校

一年生を対象にした職業奉仕講話を実施しま

した。　

　午後１時集合、進路支援グループの三浦先

生の誘導にて各教室に分かれ、内容は各会員

の考え方で講話しました。兵藤会員、佐藤真

吾会員、増田会員、市川会員、漆原会員、桜

田会員、以上７名の方々です。



４）縦組みの４頁の「渋沢栄一から読み説く

21 世紀の経営者精神」は、先ほどのアサーシェ

ルドンに通じる内容として興味深いものでし

た。毎回この speeCh のコーナーは内容の素晴

らしのもが多く、私も楽しみにしているコー

ナーです。

５）縦組 21 頁には、今月も吉原さんの川柳が

紹介されております。

■ニコニコ box( 会員敬称略 )

増田嘉一郎／①佐藤利明さん、太田幸治さん、

イニシエーションスピーチ楽しみにしていま

す。② 10/19 はロータリーディです。ロータ

リーを区民にしっかりとアピールしたいです。

佐藤　利明／市川さん、法人会ご入会頂きま

して有難うございます。本日はイニシエーショ

ンスピーチということで、私の半生を話させ

て頂きます。つたない話で恐縮ですが、お聞

き下さい。

太田　勝典／佐藤さん、太田さん、スピーチ

御苦労様です。楽しみにしております。先輩

に対してイニシエーションという言葉は引っ

かかりますので、あえて「スピーチ」と言わ

せていただきます。

後藤　英則／皆出席祝を頂き、ありがとうご

ざいます。４年間を目標に頑張ります。

安藤　達雄／佐藤利明さん、太田幸治さんの

イニシエーションスピーチ楽しみです。よろ

しくお願いします。

吉原　則光／本日の卓話、佐藤さん、太田さん、

楽しみにしております。宜しくお願いします。

岡田　清七／佐藤利明会員、太田幸治会員の

イニシエーションスピーチ、聞かせていただ

きます。

安藤　公一／①佐藤利明さん、太田幸治さん、

イニシエーションスピーチ宜しくおねがいし

ます。②関口さん、秋内さん、鈴木さん、昨

日の地区チャリティーゴルフコンペお疲れ様

でした。

鈴木　茂之／本日の卓話、佐藤さん、太田さん、

よろしくお願いします。楽しみにしています。

田川　富男／①旭高校の講話、ご苦労様でし

た。②佐藤さん、太田さん卓話お願い致します。

青木　邦弘／佐藤さん、太田さん、スピーチ
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　生徒の皆さんが講話を聞いて働く事の意味

と考え方に良い影響を与えられたられ、又、

将来において職業を選択する時のヒントにな

れば良いと思います。講話された会員の皆様、

ご苦労様でした。有難うございました。

■ R 財団委員会　　　　　　　　  安藤　公一

　年次寄付は、今現在 13 名の会員に頂いてお

ります。今月中に送金しますので、次回例会

までにお願いします。

■復興支援委員会　　　　　　　安藤　公一

　岩沼よりメロンの案内がきております。申

込書を回覧いたしますので、各自申し込んで

ください。

■社会奉仕委員会　　　　　　　  兵藤　哲夫

○区民祭りにおける甲冑行列参加者名簿

濱区長、佐々木実行委員長、

増田、漆原、二宮登、福村、安藤公一、

五十嵐、内田、佐藤真吾、佐藤利明、秋内、兵藤、

太田幸治、北瀬（会員敬称略）

二宮さんの孫、子ども３人　　以上 19 名

10/19 日㈰　８時 30 分集合

場所　二宮さん宅今川町 29

* 連絡先　兵藤携帯　090-3514-1519

■雑誌委員会　　　　　　　　　五十嵐　正

○ 10 月号の友の紹介

１）10 月は職業奉仕と米山月間です。それに

伴いまして、横組み７頁から、ロータリーの

職業奉仕の意味する処を、４つの道筋から解

説されております。この中で４番目のアサー

シエルドンの考え方が比較的支持されている

内容のようです。このロータリーの哲学が決

議 23-24 に継承されロータリーの原点とされ

ている流れが紹介されております。

２）17 頁からは米山だよりとして、米山奨学

事業の課題や今後の展望が奨学会資料と共に

「人づくりを通じて平和に貢献する」という米

山の事業が分かりやすく掲載されております。

３）23 頁から RI 指定記事として来年国際大

会開催予定のブラジルはサンパウロの紹介が

掲載されております。来年国際大会に参加を

予定せれている方は是非ご一読ください。日

系人が多いこともあり、日本のレストランも

多く、日本の祭りも行われるそうです。



ご苦労様です。

市川　慎二／佐藤利明さん、太田幸治さん、

イニシエーションスピーチ楽しみにしています。

■イニシエーションスピーチ　太田　幸治　

　私の父の太田重四郎は明治 42 年 (1893 年 )

に、宮城県名取郡生出村秋保（現・宮城県仙

台市大白区秋保町）で生まれ、父方の祖父・

重蔵は秋保町馬場竹林から 18 歳にて婿入りし

ました。

　仙台都心から見て西南西の奥羽山脈・二口

峠を越えて、仙台と山形を最短でつなぐ二口

街道（秋保街道）を通り、仙台都心から車で

30 程度の太田集落出身です。その先が、秋保

湯元になります。名取川が流れている右岸に

位置し、左岸と共に絵になる美しい景色です。

　次男である父は、職業軍人（海軍）の叔父

を頼って横須賀に居候することを決めた後、

横浜市交通局に入りました。私は、昭和 10 年

（1935 年）1 月 12 日に横浜市磯子区滝頭に、8

人兄弟の次男として生まれました。それなの

で私は、薄い「ハマっ子」です。生家の裏は

野原（隔離地）を挟んで伝染病専門病院（万

治病院・太田町を含み 130 年）がありました。

　昭和 17 年 (1942 年 ) に、昭和 3 年 4 月に開

校した滝頭小学校に入学しました。そこは、

当時めずらしい鉄筋コンクリート 3F の建物で

した。しかし、昭和 19 年（1944 年）に政府

が都市部の学童を疎開させる方針（小学校 3

～ 6 年生対象）を決定したため、3 年生の私

と 5 年生の姉、そして小さい私たちの世話役

として成美女学校（現・横浜英和女学院）に通っ

ていた 15 歳の姉が、父の実家に預けられまし
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た。そして、秋保国民学校に転入することに

なりました。秋保温泉旅館は、全て東京府立

国民学校の宿舎と教室に変わっていました。

　妹 2 人 (8 歳・6 歳 ) と弟 (4 歳 ) は、母と

北多摩郡東久留米（東京都東久留米市）の牧

場に食料不足のためもあり避難しました。そ

こは、三つの小川と用水路、多くの湧き水な

どに恵まれた地に放牧されており、全盛期に

は 600 頭程の牛が飼育されていました。しか

し、今そこは東京のベッドタウンであり、か

つてありました森永乳業東久留米牧場など、

幾多の牧場も無くなってしまいました。

　太平洋戦争は8月15日に終戦を迎えました。

進駐軍が、女子ども乱暴を働くという噂と食

料難のため、一家が横浜に戻ったのは昭和 22

年（1947 年）2 月でした。私の家は伝染病院

の近くにあったので、焼けずに残っていまし

た。その年の春、私は新生中学の発足ととも

に横浜市立根岸中学校に進みました。とは言

うものの、当初は根岸小学校の間借りでした。

新たに建てられた木造 2 階建ての校舎に移っ

たのは翌年の 5 月です。終戦で変わったのは、

学制だけではありませんでした。終身や地理

歴史の授業は停止され、それまで使われてい

た教科書は全て回収されました。当初は教科

書も間に合わない状況でした。

　昭和 25 年（1950 年）に横浜第一商業高校

（現・横浜商大高）に入学しました。一号線の

東寺尾の山上にある現・商科大学が校舎でし

た。ちょうどその頃、横浜市の人口は急激に

回復し 100 万人を突破しました。出版物や映

画の公開などが徐々に増え、映画館通いが多

くなりました。中でも「青い山脈」前後編に

は感動しました。原節子主演、歌は藤山一郎

と記憶に刻みこまれています。校外では、野

毛の横浜体育ボクシングジムに練習生として

通う一方、国体県代表選抜として神奈川大学

（六角橋 ) のボクシング部のジムで指導を受け

たりもしました。そして私の高校生活は、文

化祭・体育祭・修学旅行、先生方や同窓生に

恵まれたこともあり、あっという間に過ぎて
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いきました。

　 昭 和 28 ～ 30 年（1953 ～ 1955 年 ) に は、

中学時に肋膜で 2 か月入院、高校時のボクシ

ングなどの疲労か？父からの感染（清瀬療養

所）か？戸塚区平戸 ( 現・港南区 ) の国立療

養所 ( 浩風園 ) に、1 年 6 か月結核で入院し

肺の一部摘出後退院。叔父に「ここの空気が

いいよ」と言われ、東久留米の牧場で養生に

明け暮れておりました。

　昭和 31 年 4 月 (1956 年 ) ～昭和 49 年㈱青

木商店 ( 鉄商 ) に入社し、三菱商事と日本鋼

管の特約店の関係から、1 年後、商事の鉄鋼

建材の下働きに出向き、そののち営業をする

ことになりました。当時日本は経済成長期に

入り、取引先企業の発注権限を持つ人物の好

みの店や、料亭、クラブでの接待や接待ゴル

フは中小企業にとって、重要な営業ツールに

なっていました。

　東京の新橋、向島、赤坂や横浜駅周辺には

台町の老舗「田中家」、「滝川」、「一幸」西側

に「あいちや」、関内には、「文の家」、「柳」、「緑」、

「八百まさ」など他に磯子、日本橋、蒔田、泥

亀町にもありましたが、いつの間にか廃業し

たり、移転したりで、当時の雰囲気は残って

おりません。

　昭和 49 年 (1974 年 ) 横浜実業㈱設立創業。

サラリーマン時代の仕入先、得意先の協力を

得て独立。土木建材の販売とリース業（土留

鋼矢板【シートパイル】、山留 h 鋼、引鉄板等

と鋼矢板、杭の打込工事請負業。保土ヶ谷駅、

日本通運前の三和林業（材木屋）の 2 階を事

務所として借り、厚木下落合の工業団地手前

にあった鉄筋加工場（300 坪）を借り受け資

材センターとして開業。良い時もありました

が、オイルショックでの不況の影響を受け半

金半手の商いも手形の不渡などが続き、直面

する危機を乗り越えようと致しましたが、ボ

ディーブローがきき、昭和 55 年 (1980 年 ) ダ

ウン致しました。その後鉄筋業個人名で商い

とし、平成 11 年 (1999 年 ) 名称を㈱建通とし

て発足して現在に至っております。

■イニシエーションスピーチ　　佐藤　利明

　昭和 16 年 3 月 23 日生まれ

　横浜市西区久保町に誕生 :当年 73 才です。

太平洋戦争 : 横浜東京大空襲にて家は全焼、

祖母の生家保土ヶ谷区二俣川・善部に家族で

身を寄せる。

昭和 22 年　二俣川・本村に転居

　　　　　(現・旭区二俣川 )

昭和 40 年　結婚し一男三女に恵まれる。

昭和 51 年　旭区さちが丘に転居・今に至る。

学歴 :

昭和 28 年　横浜市立二俣川小学校卒業

昭和 31 年　横浜市立鶴が峰中学校卒業

昭和 35 年　神奈川県立神奈川工業高等学校建

築科卒業 (定時制 )

職歴 :

昭和 31 年　中学校卒業した翌日から家業の左

官業修行に入る。厳しい父の教えのもと職業

訓練指導員の資格を取得。

昭和 38 年　会社組織とし事業を広げるため得

意先・職人確保に遁進する。

24 才の時、結婚と同時に家のことも会社のこ

とも全て任される。

昭和 60 年　藤松産業株式会社設立

　　　　　(建築請負業 )代表取締役に就く

平成 12 年　不動産部門を合わせて事業展開

平成 18 年　藤松産業㈱代表取締役社長を

　　　　　　佐藤真吾に託す。

地域社会活動

消防関係 :

旭火災予防協会会長

旭区消防出初式実行委員長
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警察関係 :

旭区暴力団排除推進協議会常任理事

法人会関係 :

公益社団法人保土ヶ谷法人会副会長

公益社団法人保土ヶ谷法人会旭支部連合会長

ロータリー歴

1983 年　横浜鶴峰 RC 入会

　　　　(青山彰義氏常盤王道氏推薦 )

1989 ～ 90 年度

　　　　横浜鶴峰 RC 幹事 (萩原瑞己会長 )

1996 ～ 97 年度

　第 2590 地区、地区大会幹事 (青山彰義 G)

1998 ～ 99 年度

　横浜鶴峰 RC 第 21 代会長 (大須賀洋 G)

2013 ～ 14 年度

　横浜鶴峰 RC 第 36 代会長 (市川緋佐麿 G)

* 地区大会の時は第５分区代理二宮登様、

ホストクラブ会長矢田昭一様、

囲碁委員会委員長今野丁三様、安藤達雄様、

内田敏様、ゴルフ委員会関口友宏様、

総務委員会大田勝典様、接待委員会青木邦弘

様、横浜旭 RC の皆様には大変お世話になりま

した。

*1998 ～ 99 年度会長年度は第 4・第 5 分区 IM

を 2/15 そごう新都市ホールおいて開催。

　そして旭 RC 漆間嘉則会長、瀬谷 RC 山室順

之助会長、鶴峰 RC 佐藤で合議のうえ、三クラ

ブ合同例会を 3/18 に第 1 回目をゲストにオス

マン・サンコン氏を講師に迎えて開催。

* 地区と内田照夫分区代理の要請を受け横浜

鶴峰 RAC を提唱し旭 RC の協力を戴き設立、

3/18 認証状伝達式と RAC 会員 22 名の参加で

創立総会を開催、多くのロータリアンが参列・

祝福を戴く。

*6/11 ～ 6/15 にかけてシンガポールの世界大

会に会員・家族 23 名で参加、国際大会を肌で

感じ、ロータリアンとしての至福に感慨一入。

* 横浜鶴峰 RC 在籍 31 年、殆どの役職・委員

会に関与。「奉仕の精神・理想」を学び、活動し、

多くのロータリアンと親交できました。これ

からも「ロータリーの夢を追い続けよう」と

思っております。

■次週の卓話　　　
　10/29　休会
　11/5　  ロータリー財団月間　　　　　　　

　　　              週報担当　岡田　清七


